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第１５回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 長谷川良光は、令和３年８月２６日、午前９時３０分、農業委

員を足利市役所に召集し、第１５回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 桐生さとみ   ３ 石𣘺孝雄 

  ４ 藤生正浩   ５ 清水 茂   ６ 岡村奏一 

  ７ 本島一喜   ８ 柏瀬正雄  ９ 三田照子 

１０ 星野雅彦 １１ 森山正和 １２ 河内義昭 

１３ 長谷川良光 １４ 赤坂安一 １５ 遠藤茂太 

 

１ 出席した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

   なし 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

局長 荻原淳志、次長 河内 厚、副主幹 齋藤玲子、主査 杉戸政徳 

１ 書記は、次のとおりである。 

主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

(議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１５名全員であります。 

なお、農地利用最適化推進委員については、緊急事態宣言下でありますので

出席を求めておりません。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長 

専決処理について 

日程第３ 議案第１号及び議案第２号について 

議案第１号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農用地利用集積計画の決定について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１５名で定足数に達して

おりますので、これより第１５回足利市農業委員会総会を開会いたします。 

【午前９時３５分 開会】 
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議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

１０番 

 

 

副主幹 

 

議長 

 

 

 

 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定についてを議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

１番 小山委員、８番 柏瀬委員を指名いたします。ご異議ございません

か。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

議案書の３ページをお開き下さい。 

農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決処理につい

て、ご報告させていただきます。３ページの総括表に基づきましてご報告いた

します。 

まず始めに、農地法第４条の届出ですが、件数が４件、筆数が６筆、面積が

１，１４５．６２㎡となっております。 

続きまして、農地法第５条の届出ですが、件数が１６件、筆数が１６２筆、

面積が１７４，４０２．６７㎡となっております。 

合計いたしまして件数が２０件、筆数が１６８筆、面積が１７５，５４８．

２９㎡となっております。 

また、詳細につきましては、第４条の届出が４ページに、第５条の届出が５

ページから１５ページに記載されております。 

 なお、第５条１番につきましては、あがた駅北産業団地の開発に伴う農地転

用となっております。この転用に関連する貸借の解約が、報告事項として２６

ページから４２ページに掲載してございます。 

以上報告いたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

１０番 星野委員。 

１０番 星野です。 

産業団地を目的とした届出ということは、この地域は市街化区域になった、

という理解でよろしいでしょうか。 

はい。令和３年３月末に、農業振興地域から除外され、市街化区域に編入さ

れた農地です。 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 
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主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご説明い

たします。 

議案書の１６ページをお開きください。８月の申請件数は１７件、うち一般

住宅４件、太陽光１２件、植林１件でした。一覧表ではなく、議案書の後半に

ある個別の調査書を見ながらご説明いたします。では、議案書４３ページをお

開きください。 

１番、申請地は名草上町地内の田、２，３４０㎡ほか１筆、計３，４７３㎡

です。施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル９１２枚を 

１，８０９．４０㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内

容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。許可基準等につきまして

は備考欄をご参照ください。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。また、実情調査報告

書が次の４４ページにございます。 

事務局による事前調査時の写真はご覧のとおりです。（モニター画面に投

影） 

議案書５３ページをお開きください。 

２番、申請地は大沼田町地内の田、１１２㎡ほか４筆、計３，７１１㎡です。

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル１，０４４枚を２，０

７１．２９㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所

有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。また、実情調査報告

書が次の５４ページにございます。 

事務局による事前調査時の写真はご覧のとおりです。（モニター画面に投

影） 

議案書５９ページにお戻りください。 

３番、申請地は大月町地内の田、４１２㎡ほか１筆、計５４７㎡です。施設

の概要は一般住宅１棟で、延床面積１１７．５８㎡を建築するものです。申請

理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地

です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６０ページをお開きください。 

４番、申請地は大月町地内の田、２４４㎡です。施設の概要は一般住宅１棟

で、延床面積８１．９８㎡を建築するものです。申請理由は記載のとおりで、

契約内容は使用貸借権の設定、農地区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６１ページをお開きください。 

５番、申請地は大沼田町地内の田、１，７５２㎡です。施設の概要は太陽光
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発電設備用地で、太陽光発電パネル５５２枚を１，０９５．１６㎡に設置する

ものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区

分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６２ページをお開きください。 

６番、申請地は大沼田町地内の田、２，４１６㎡です。施設の概要は太陽光

発電設備用地で、太陽光発電パネル７４４枚を１，４７６．０９㎡に設置する

ものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区

分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６３ページをお開きください。 

７番、申請地は大沼田町地内の田、７３０㎡ほか２筆、計３，５４８㎡です。

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル１，０８０枚を２，１

４２．７２㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所

有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６４ページをお開きください。 

８番、申請地は大沼田町地内の田、１，８０４㎡ほか３筆、計２，９７２㎡

です。施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル８６４枚を 

１，７１４．１７㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内

容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６５ページをお開きください。 

９番、申請地は大沼田町地内の田、１，４３１㎡です。施設の概要は太陽光

発電設備用地で、太陽光発電パネル４０８枚を８０９．４７㎡に設置するもの

です。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は

第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６６ページをお開きください。 

１０番、申請地は五十部町地内の田、１，８１２㎡です。施設の概要は太陽

光発電設備用地で、太陽光発電パネル５４０枚を１，１９８．８０㎡に設置す

るものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地

区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧
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のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６７ページをお開きください。 

１１番、申請地は五十部町地内の田、１，６９２㎡です。施設の概要は太陽

光発電設備用地で、太陽光発電パネル５０４枚を１，１１８．８８㎡に設置す

るものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地

区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６８ページをお開きください。 

１２番、申請地は大岩町地内の畑、２９㎡です。用途は植林で、後述する１

３番の太陽光発電パネルを市道から遮蔽するためツバキ８本を植えるもので

す。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第

２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６９ページをお開きください。 

１３番、申請地は大岩町地内の畑、４４８㎡ほか１筆、計８１８㎡です。施

設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル２８８枚を３５１．３６

㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の

売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７０ページをお開きください。 

１４番、申請地は山下町地内の畑、２９９㎡です。施設の概要は一般住宅 

１棟で、延床面積９９．５７㎡を建築するものです。申請理由は記載のとおり

で、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７１ページをお開きください。 

１５番、申請地は松田町地内の畑、９２８㎡です。施設の概要は太陽光発電

設備用地で、太陽光発電パネル２２０枚を４４８．４０㎡に設置するもので

す。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第

２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７２ページをお開きください。 

１６番、申請地は板倉町地内の田、３３２㎡です。施設の概要は一般住宅 

１棟で、延床面積１０１．８５㎡を建築するものです。申請理由は記載のとお

りで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第１種農地です。 
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議長 
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調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

議案書７３ページをお開きください。 

１７番、申請地は羽刈町地内の畑、１，４６９㎡です。施設の概要は太陽光

発電設備用地で、太陽光発電パネル５５６枚を６８２．７６㎡に設置するもの

です。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は

第２種農地です。 

調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

以上、５条許可申請１７件です。よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

１１番 森山委員。 

１１番 森山です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の４４ページをご覧下さい。 

調査年月日は令和３年８月１７日、調査班は、柏瀬委員を班長に、岡村委員、

清水委員、長谷川会長、私の５名で、調査を行いました。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情について、申請地の現地確認と、申請人および申

請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、本市およびその周辺で太陽光発電事業を営む申請人が、事業の拡大

を目的に申請地を譲り受け、太陽光発電設備用地として利用したいというも

のです。 

高圧の発電設備用地として必要な広さを確保できる土地を市内で探したと

ころ、本申請地が条件に合致したとのことでした。 

発電出力は３５５．６キロワットで、売電単価は税抜き１２円、年間約４０

０万円の売電収益となり、９年目には収支がプラスになる計画です。転用にか

かる費用の全額を自己資金で賄います。 

事業計画によると、整地のみを行い、造成はありません。現在、申請地の西

側を南北に流れる水路が埋まっているため、地元水利組合に確認し、水が流れ

るよう改修するとともに、水路周りの草刈りや清掃等を行い、機能の維持に努

めるとのことです。 

なお、許可地の増加に伴い、官地の草刈りを人員と回数を増やして実施して

いるとのことですが、追い付いていないと認識する方もいるため、計画通りに

対応ができていなければ申請を待ってもらうこともある、と注意を促したと

ころ、しっかりと対応したいとの回答がありました。 

申請地は、東は宅地、西は畑、北は田および畑、南は田で、水路機能が維持
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３番 

議長 

 

されれば残存する農地に影響はないと考えます。 

結論として、申請地は、名草上町南部の第２種農地であり、申請人の実情か

ら、転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることか

ら、調査班としては許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

３番 石𣘺委員。 

３番 石𣘺です。 

今回の申請の内容とは直接関係ないのですが、１番の譲受人は、すでに足利

市内で１８ｈａもの農地を太陽光に転用しています。本市の水田面積に占め

る割合も多いと思われますが、他市との比較などはありますか。 

他市の水田面積や太陽光許可面積の数値は把握していません。ただ、本市は

第２種農地が多いと聞いております。農振農用地、第１種農地よりも転用の規

制が緩く、さらに、県内でも本市だけが高圧発電所の設置を目的とした東京電

力の接続余力があるため、事業者から狙われている状況です。 

わかりました。 

１８ｈａというのは、あがた駅南産業団地の面積とほぼ同じです。本市では

ここ数年、市街化を含め年間で約２０ｈａが太陽光へと転用され、総計では１

００ha くらいになっています。議案書に１番の許可地一覧が掲載されていま

すが、申請人からの聞き取りによると、引き続き本市で太陽光を設置していく

意向でした。また、実情調査報告書にあるように、パネルの処分費の確保が義

務付けられたということで、次回の申請から事業計画書にその費用を記載し

ていくとのことでしたので、皆さんも確認願います。 

また、先ほど説明がありましたが、本市では、農用地と第１種農地について

は、周辺農地に与える影響が大きいということで、慎重に審議してきました。

そのため、第２種農地にどんどん設置され、１５番のように住宅が太陽光に囲

まれてしまうケースも出てきています。ただ、住宅に配慮して、これを当会の

内規で規制することはできません。裁判で負けると思われます。そのため、今

後も法令に基づく判断と、周囲への影響を最小限に抑える指導しかない、とい

うのが現状です。 

皆さんもご承知かと思いますが、今後、第１種農地における営農型太陽光の

申請が上がってくると思われます。経産省では推奨、一方の農水省は、Ｑ＆Ａ

で周囲の農地に影響を与えないように、としているため、当事務局は相談者か

らつつかれ、苦労しています。やはり、当会は農地を守る立場ですので、周囲

を農地で囲まれている場合はご遠慮ください、という回答なのですが、今月も

「なぜできないんだ」という問合せを受けているそうです。 

本市での許可実績を教えてください。 

第２種農地における営農型で１件。これは、農業経営基盤強化促進法で購入

した農地であるため、農業に使っていただく必要があり、営農型の設置を求め
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議長 

 

たものです。第１種農地については、周囲に与える影響が少ないということで

許可した事例があります。農用地については、佐野市、栃木市なども縁辺でな

ければ許可しないという、本市と同様の判断です。 

では、審議に入ります。本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

５番 清水委員。 

５番 清水です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の５４ページをご覧下さい。 

調査年月日、調査班については、１番と同じです。 

調査対象、契約内容、申請理由についても同じく省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情について、申請地の現地確認と、申請人および申

請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、本市およびその周辺で太陽光発電事業を営む申請人が、事業の拡大

を目的に申請地を譲り受け、太陽光発電設備用地として利用したいというも

のです。 

高圧の発電設備用地として必要な広さを確保できる土地を市内で探したと

ころ、本申請地が条件に合致したとのことでした。 

発電出力は４０７．１キロワットで、売電単価は税抜き１２円、年間約４７

０万円の売電収益となり、１０年目には収支がプラスになる計画です。転用に

かかる費用の全額を自己資金で賄います。 

事業計画によると、整地のみを行い、造成はありません。公図にない畦畔及

び水路は現況を維持する計画ですが、本申請地は水路が複雑に入り組んでい

るため、下流の営農地に支障が生じないよう、施工の際には水利組合及び営農

地の耕作者と十分に協議するよう求め、了承を得ました。 

また、必ず工事前に近隣住民へ事業概要を説明すること、道幅の狭い道路の

往来には細心の注意を払うとともに、アスファルト等を破損させた場合は市

所管課の指導のもと対応するよう要請し、承諾を得ました。 

申請地は、東は宅地、西は田および宅地、北は宅地、南は田で、水路機能が

維持されれば残存する農地に影響はないと考えます。 

結論として、申請地は、大沼田町中部の第２種農地であり、申請人の実情か

ら、転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることか

ら、調査班としては許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 
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議長 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、２番はそのように決定いたしました。 

続いて３番から１７番を上程いたします。 

本件について意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、３番から１７番はそのように決定いたしました。 

ここで、次の議題について関連事案がありますので、星野職務代理と議長を

交代いたします。 

【午前１０時１２分 議長交代】 

続いて議案第２号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の２１ページをお開きください。 

議案第２号、農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。令和

３年８月３１日公告予定分であります。 

議案書の２２ページをご覧下さい。今回の議案の総括表であります。貸借権

設定、利用権設定が、７件で面積２２，２１０㎡です。所有権移転は３件です。 

貸借権設定についてですが、詳細が２３ページから２４ページに記載され

ておりますのでご覧ください。 

続きまして、所有権移転です。２５ページをご覧下さい。今回は３件で、面

積は合計で１１，７６９㎡です。内容を説明いたします。 

１番、申請地は高松町地内の田、面積１，４４７㎡ほか２筆、計４，５６１

㎡で、売買価格は１０ａ当たり４０万円です。 

続く２番、申請地は百頭町地内の田、面積１，６８４㎡ほか４筆、計６，５

８４㎡で、売買価格は１０ａ当たり４０万４千円です。 

続く３番、申請地は高松町地内の田、６２４㎡で、売買価格は１０ａ当たり

４０万円です。 

いずれも審議の後、承認をいただきましたら、８月３１日付けで公告の手続

きを行います。 

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に貸借権設定の１番から３番及び所有権移転の１番を上程いたし

ます。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、４番 藤生委員、

６番 岡村委員、１３番 長谷川委員の退席を求めます。 

【午前１０時１４分  退席】 

本件について、意見を求めます。 
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【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 貸借権設定の１番から３番及び所有権移転

の１番はそのように決定いたしました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、退席した３名の委員の出席を

求めます。 

また、長谷川会長と議長を交代いたします。 

【午前１０時１５分  出席・議長交代】 

続いて貸借権設定の４番から７番及び所有権移転の２番、３番を上程いた

します。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、貸借権設定の４番から７番及び所有権移転の２番、３番は

そのように決定いたしました。 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

なお、議案末尾に農地法第１８条第６項の規定による通知について載せて

おきましたので、ご承知おきください。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 

以上で、第１５回足利市農業委員会総会を閉会いたします。 

【午前１０時１７分  閉会】 
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